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図書紹介 『デザイン理論』46/2005

田 中正 明著

『デザ イ ン研 究 ノ ー ト』

読書工房2004年9月30日 発行B6判344頁

藤田治彦/大 阪大学

思えば一九六二(昭 和三七)年,世 界一周

の切符を 日本交通公社で買ったことから,こ

の本の 「アメリカのデザイン教育」 だの,

「欧米のデザイン教育を見て」などの話がは

じまったのです。このように 「あとがき」に

記す著者の意匠学会会員,田 中正明氏は,長

年,女 子美術大学他でデザイン教育に携わっ

てこられたデザイナーでデザイン研究者,そ

して今とな っては,戦 後デザインの語 り部の

一人として も知 られる。その著書 『デザイン

研究ノー ト』は,著 者の研究ノー トであると

同時に,後 進にとっての戦後デザイン史研究

ノー トにもなろう。先ず,同 書の構成を紹介

したい。

第一章 デ ザイ ン教育

一
,デ ザ イ ンとは何か

二,デ ザ イ ン教育

三,欧 米 のデザイ ン教育を見て

四,ア メ リカのデザイ ン教育(1)②(3)

五,シ カ ゴ ・ニ ュー ・バ ウハ ウスか らIIT

まで

六,ア メ リカの大学 におけ るデザイ ン教育

(1)イ リノイ工科大学デザイ ン学部

(2)ア ー ト・セ ンター ・カレッジ ・オブ ・

デザ イ ン

㈲ クーパー ・ユニオ ン,美 術学部

第二章 ヴィジュァル ・デザイ ン

ー
,日 本 のデザイ ン国際交流史 一 戦後 の

動向 ヴィジュアル ・デザィ ンー

二,日 本 にお ける広告 デザイ ンの史 的研究

(1)終 戦 直後の雑誌 にみ る広告 デザイ ン

状況

② 一九四七年の雑誌広告について

三,新 聞の読みやすさ,あ るいは読みにく

さ一 デザインから見た新聞一

四,ア メリカにおけるエディトリアル ・デ

ザインの展望

五,シ カゴの印刷博物館

六,デ ザインの新傾向

七,デ ザイ ンと紙 一 ポスターをめぐっ

て 一

この ように,同 書は 「第一章 デザイ ン教

育」 と 「第二章 ヴ ィジュアル ・デザイ ン」

の二つの章か らな り,そ れは著者 のアイデ ン

テ ィテ ィ,つ ま り 「デザイ ン教育者」で あ り

「ヴ ィジュアル ・デザ イ ンの専門家」 で ある

ということ,を 明瞭に示 している。著者 の も

う一つのアイデ ンテ ィテ ィを挙 げるとす るな

らば,そ れ は 「戦 後 日本の第一世代」 とで も

言 うべきもののように思 われる。たばこ 「ラッ

キー ・ス トライク」 と 「米軍 のジープの行進」

の写真で始 まる本 書のペー ジをめ くりなが ら,

バ ブル経済の 日本 で生 れた若 い世代 は何 を考

え るのだ ろうか。

著者 の田 中正明氏 に とって,「 戦後」 の意

味 は大 きか った。 それは,同 書 の 「第二章

ヴ ィジュアル ・デザイ ン」 を読 む と次第 に感

じられて くる。「第一章 デザ イ ン教育 」 で

繰 り広 げられてい るアメ リカ各地 の大学 にお

けるデザイ ン教育 の紹 介 と,第 二章 の内容 と

の あいだには,か な り大きな落差 がある。第

二章冒頭の 「一,日 本 のデザイ ン国際交流史

一 戦後 の ヴィジュアル ・デザ イ ンー 」 で

は,1985年 ま でのお もにグラフ ィック ・デザ

210



イ ンの流れが,国 際交流 を中心 に,概 説 され

て いるが,そ れ に続 く 「二,日 本 における広

告デザ インの史的研究」 は,1945年,1946年,

1947年,つ ま り終戦直後 の3年 間に集 中 して

いる。 デザ イ ン活動な ど行 なわれて いなか っ

たのではないかと思われがちな3年 間の研究

である。

図版 で紹介 さて いるのは,粗 末 な紙 に印刷

された,そ の後 の日本のデザイ ンと較べ るな

ら,素 朴 な雑誌広告等であ る。 とくに1945年

の広告 に関 しては,「 売 る」,「買 って もらう」

とい うよ りは,企 業 がそ の存在 を,つ ま り

「生 きて いるこ とを」知 らせ る広告 だ った,

という。 しか し,企 業 も,広 告図案家 も,ま っ

た くの壊 滅状 態ではなかった。戦前 と戦後 は

つなが ってい るのである。1945か ら47年 とい

えば,多 分,著 者 田中氏 の高等学校時代。著

者 はその後,東 京藝術大学 に入学 して工芸科

図案部 に学ぶ。 これ らの章 の基礎 となった論

文 は,あ る意味で,著 者 自身 のルーツ探 しの

ような ものだ ったのではないかと想像す る。

もう一つ興味深いのは シカゴのダウ ンタウ

ンにある,ベ テラン印刷職人 が運営 して いる

小 さな印刷博物館への こだわ り,と い って も

よさそ うな思 い入れ溢れ る記事 である。 そこ

に,イ リノイ工科大学の佐 藤啓 一氏 が登場す

るの も意外 で面 白い。そ う,著 者には もちろ

ん,佐 藤氏 に も,ア メ リカにも,そ うい うい

ところがあ る。 さて,本 書の序論 とな る 「第

一章
,デ ザイ ン教育」の第一節 「デザイ ンと

は何か」 に戻 ろう。

「現実 的 には,進 駐軍要員やその家族のた

めの住 居,家 具,台 所用 品などが,す べてア

メ リカのデザイ ンそのままを指定 されて メー

カー に発注 され,技 術者 やデザイナー はそれ

を追 いか けるのに精一杯 であ った し,そ れ ら

の デザ イ ンは一般 にも浸透 して,造 形的な感

覚 に与え た影響計 り知れない もの とな った の

であ る。」一部地域 を除 けば,も うジー プは

走 り回 ってはいない し,ア メ リカが世界 のデ

ザイ ンを断然 リー ドしてい ると考 えている専

門家 はそ う多 くはない。 しか し,状 況 は大 き

く変 わ ってはいないのか もしれない。

小 さな美 しい本 である本書は,1963年 か ら

1991年 ま での約30年 間に書かれた論文 や記事

を編 集 した ものである。誰 にも人に知 らせて

おきた いこと,伝 えておきたい ことがあ る。

著者,田 中正明氏 は,そ れ につ いて明言 して

いな い。著者が伝 えたかった メ ッセー ジは,

ま さに行間 に読むか,あ るいは,そ こで紹介

され ている,終 戦直後 の雑誌類 に掲載 された

素朴 なイラス トレー シ ョンとコ ピーのあ いだ

に垣 間見 るべ きものなのだろう。
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